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私が海外において歯科医業展開をし

たいと感じたのは次の二つの理由から

です。①歯周内科治療を発展途上国に

広めて歯周病で苦しむ人々を救いたい

という社会的な思い、②このまま日本

で歯科医療を継続することが厳しくな

るのではという経営的な思い、です。 

まず、①の歯周内科を発展途上国に

広めたいというという思いについて記

述します。歯周病は約 30億人以上がり

患している人類最大の感染症です。特に赤道周辺の発展途上国に患者が集中しているの

ではと推察しています。経済的な優位性は全身の健康だけではなく口腔の健康に関して

のコントロールを優位にしています。発展途上国においてはかつての日本がそうであっ

たように、まず、カリエスの治療が優先し、その後に歯周病の治療が行われるようです。

事実、タイではその通りでした。しかし、本当に先に治さないといけないのは歯周病で

す。その時に、圧倒的に人口が多く、教育レベルも低く、歯周病の罹患率が高い発展途

上国において北欧の歯周病治療モデルは対応できないのではと感じます。発展途上国に

おいては、国家レベルで大きくコントロールできるような治療システムが必要なのでは

と思いました。 

一般社団法人国際歯周内科学研究会（http://www.isimp.jp/）が推進している歯周内

科治療はまず、位相差顕微鏡での形態的な診断とモチベーション、並びにリアルタイム

PCR 法を用いた科学的な検査を診断ツールとして使用し、科学的な診断に基づく投薬

による除菌治療、除菌後の外科的な歯石除去、その後の定期検診を基本としています。

歯周内科治療はデンタル IQの低い田舎の高齢者を納得させて治療に応じさせ、メイン

テナンスの重要性を理解させ、体の健康を長期的に維持するということを達成するため

に開発された治療方法です。まさに発展途上国の人々の健康増進に非常に有効であると

確信をしています。日本国内において歯周内科治療はかなり認知度が向上してきている

と思います。今後、ADF のお力をお借りして、この治療方法をまず ASEAN の中心で

あるタイにおいて現地の歯科医師に紹介し、徐々に周辺諸国に活動拠点を広めていく予

定にしています。そのことにより、日本の歯科関係者が利益を上げることができるよう

なシステムも作り上げたいと思います。 

次に②ですが、このまま日本で歯科医療を継続することが厳しくなるのではという経



営的な思いから東南アジアにおけて歯科医療を展開したいと感じたことについて記述

をします。下記の報道に関しては皆さん、衝撃をもってお読みになられたと思います。 

 

「２０１４年度の医療費が、前年度より７００１億円（１・８％）増えて３９兆９５５６億円

になった。高齢化や医療技術の高度化の影響で、１２年連続で過去最高を更新。厚生労働省が３

日に速報値を公表した。１年後に公表する確定値では、初めて４０兆円を超える見通しだ。今回、

公表したのは公的医療保険と公費、患者の窓口負担を集計した医療費の概算。労災や全額自己負

担の分は含まれず、医療費全体の約９８％分に相当する。このため、確定値となる国民医療費で

は『４０兆円にのっていると思って間違いない』（担当者）という。７５歳以上の１人当たりの

医療費は９３万１千円で、７５歳未満（２１万１千円）の４倍以上になる。ただ、人口減少や後

発医薬品（ジェネリック）の普及で、伸び率は鈍化傾向にある。０９～１１年度は３％台だった

が、１２年度以降は２％前後で推移している。」（By アピタル 2015．9.4） 

あまりにも強烈な数字です。人口が 2億 6千万人のインドネシアの歳出総額は 17兆 7千

億円、人口が 9234万人のフィリピンは約７兆円という数字と比較するといかに日本の医療

費がすごいかということが理解できます。さらに超少子高齢化はどんどん進行していきま

す。（図１・２参照） 

 

      週刊現代記事から 国立社会保障・人口問題研究所推計 

 

私はこのような状況で日本だけで歯科医院経営が継続できるのかという不安がありまし

た。そこでその思いを、ADF の江藤一洋先生と岡野友宏先生にお伝えし、お力を貸してい

ただけないかと相談させていただき、まず ADFのツアーに参加し東南アジア諸国を訪問し

国民性や歯科医療に関してのいろいろな情報を収集しました。下記がそのまとめです。 

このような情報をもとに最終的にタイでの開業を決意し、さらに調査を進めていたとこ

ろ、ADF にタイのイオングループからシラチャ（Sriracha）というところで開業できる歯

科医師を探しているというお話が舞い込んできました。私は、これは運命ではないかと思

い、現地に２回足を運びさらに詳しく調査を行い、非常に良い条件ではないかと確信しま



した。皆さんはシラチャと聞いてもご存じないと思いますが、2011年のタイの大洪水以来、

日本の有名企業がどんどん、シラチャ周辺に移転してきており、在タイ邦人の数も１万人

を超えてきているのです。さらにその人口は増加傾向にあり、日本人学校の生徒も 1,000

人程になる可能性があるようです。現地の日本人とお話をしたところ、日本人の方が医療

関係で一番お困りなのが歯科治療だということでした。 

  

インドネシア・バリ島の歯科医院を訪問、若い歯科医師に歯周内科治療を説明する。2015年 4月 

  

開業予定地、タイ・バンコク郊外の Srirachaのイオンショッピングセンター工事現場。2015年 6月 

  
Sriracha: 近隣にも大きなショッピングセンターがあり、内容は充実し日本食には事欠かない。 

今後、タイでの法人設立、歯科医院の設計、施工、歯科器材納入業者の選定、診療をし

ていただくタイ人歯科医師、日本語のできるコーディネーター、タイ人従業員の募集と課



題が目白押しですが江藤一洋先生、岡野友宏先生のご指導の下、来年６月の開業を目指し

ています。来年の ADF レポートには開業した歯科医院の紹介と経営に関して記述できるよ

うに頑張りたいと思います。 

最後に私が調査をしていて非常にがっかりしたけれど、なおさらシラチャで開業しない

といけないと思ったデータを示します。下記はシラチャの総合病院の歯科の治療費です。

ほとんどの項目で日本と同等かそれ以上の治療費です。特に抜歯や根管治療費が高いよう

です。日本の歯科保険治療費は本当に安いと感じました。 

 



　 タイバーツ 日本円換算

歯と同色の詰め物 1,000-2,500 4,000-10,000

ポーセレンベニア　1本 10,000-15,000 40,000-60,000

インレー・オンレー 　 　

クラウン Non-Precious　1本 8,000-10,000 32,000-40,000

クラウン Palladium 10,000-12,000 40,000-48,000

クラウン Semi-Precious　1

本
12,000-15,000 48,000-60,000

クラウン High-Precious　1

本
15,000-18,000 60,000-72,000

クラウン all ceramic　1本 13,000-18,000 52,000-72,000

義歯 Acrylic　土台 5,000-20,000 20,000-80,000

義歯金属土台 12,000-30,000 48,000-120,000

歯根治療 6,000-15,000 24,000-60,000

義歯通常　1本 1,000-1,500 4,000-6,000

抜歯　1本 2,000-3,500 8,000-14,000

親不知切開　1本 3,000-5,000 12,000-20,000

歯石取り　研磨　1本 1,000-2,000 4,000-8,000

歯茎治療　1箇所 500-1,000 2,000-4,000

歯周病治療（手術含む） 2,000-4,000 8,000-16,000

レーザーホワイトニング 13,000 52,000

UVホワイトニング 8,500 34,000

ホームホワイトニング 6,500 26,000
レーザー手術　1箇所 600-1,500 2,400-6,000

研磨フッ素　1回 600-900 2,400-3,600

シーラント　1本 600-900 2,400-3,600

乳歯クラウン 3,000-5,000 12,000-20,000

乳歯歯根治療 3,000-5,000 12,000-20,000

口腔内手術 3,000-5,000 12,000-20,000

歯列矯正 50,000-200,000 200,000-800,000

インプラント　1本 60,000-80,000 240,000-320,000

一般歯科器具代 200 800

手術器具代 300 1,200  
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